
現在，イネ種子伝染性病害の防除は，化学農薬によ

る種子消毒が一般に行われている。しかし，耐性菌の

出現や使用後の廃液処理の問題，有機・減農薬栽培へ

の対応などの問題から，化学農薬に代わる種子消毒技

術が求められている。

近年，イネもみ枯細菌病，苗立枯細菌病を対象に非

病原性細菌水和剤（Pseudomonas spp. CAB-02菌株）

（奥田，1999）が，また，イネばか苗病などを対象に

してTrichoderma atroviride製剤（熊倉ら，2001）が開

発され，化学農薬に代わる種子消毒剤として実用化し

つつある。しかし，多種類の種子伝染性病害に対応す

るためには1薬剤のみの使用では防除が困難であるこ

とから，両剤を混合処理した場合のイネもみ枯細菌病，

苗立枯細菌病，ばか苗病に対する防除効果への影響と，

T. atroviride製剤単独処理のいもち病（苗いもち）に

対する防除効果について検討した。

本試験を実施するにあたり，菌株ならびに保菌種子

を分譲いただいた福島県農業試験場の根本文宏氏，長

野県農事試験場の武田和男氏，岩手県農業研究センタ

ーの勝部和則氏に厚く御礼申し上げる。

材料および方法

生物農薬は，非病原性細菌水和剤とT. atroviride製

剤を供試した。浸種は，15℃で６日間行い，液量比は

種子：水（薬液）＝１：２とした。催芽は，32℃で24

時間，その後１処理当たり33gの籾を均等に３区に分

け，１区8.5×13.5cmのプラスチックパックに播種した。

育苗土は，クレハ粒状培土（苗いもちの試験は，いば

らき培土）を用いた。播種後，３日間の加温処理

（32℃）の後，ガラス温室にて緑化，育苗した。発病

調査は，各試験区200苗について行った。試験はすべ

て３連制で行った。

１．イネもみ枯細菌病および苗立枯細菌病に対する

防除効果

試験には，イネもみ枯細菌病菌（Burkho lder ia

glumae 02MT-1菌株），苗立枯細菌病菌（B. plantarii

MAFF301723菌株）をそれぞれ常法により減圧接種し

たコシヒカリの種子を供試した。薬剤処理は，非病原

性細菌水和剤とT. atroviride製剤の混合200倍液の催芽
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摘　　　要

イネもみ枯細菌病，苗立枯細菌病を対象に開発された非病原性細菌水和剤（Pseudomonas

spp. CAB-02菌株）と，イネばか苗病を対象に開発されたTrichoderma atroviride製剤の併用によ

るイネ種子伝染性病害の体系防除を検討した。両剤ともに，200倍希釈になるよう調製した混

合液を用いて催芽時浸漬処理したところ，イネばか苗病，もみ枯細菌病および苗立枯細菌病に

対して高い防除効果が認められた。また，T. atroviride製剤は，単独処理で苗いもちや育苗時

に発生する苗立枯病に対しても有効であることから，両剤を併用することにより各種イネ種子

伝染性病害の体系防除が可能であると考えられる。



結果および考察

１．イネもみ枯細菌病および苗立枯細菌病に対する

防除効果

結果は，第１表に示した。イネもみ枯細菌病の試験

における無処理区の発病度は24.3，慣行防除区の発病

度は8.3であったのに対し， 非病原性細菌水和剤と

T.atroviride 製剤の混合処理区の発病度は0.6，非病原

性細菌水和剤単独処理区の発病度は1.1で，両処理と

も無処理区に比較して高い防除効果が認められ，両薬

剤を混合しても防除効果が低下することはないと考え

られる。

一方，苗立枯細菌病の試験では，無処理区の発病度

は49.1であった。本試験における慣行防除区防除効果

は，処理区間にふれが生じ，平均の発病度は22.6で防

除価は54.0と防除効果は低かった。慣行薬剤の防除効

果にふれが生じた理由は明らかではない。非病原性水

和剤とT. atroviride製剤の混合処理区では，非病原性

細菌水和剤単独処理区と同様にほとんど発病が見られ

ず防除価99.8と高い防除効果が得られ，両薬剤を混合

しても防除効果が低下することはないと考えられる。

2．イネばか苗病に対する防除効果

試験結果は，第２表に示した。無処理区の発病苗率

は15.2%であったが，慣行防除区では全く発病は認め

られず，防除効果は高かった。一方，T. atroviride製

剤処理区でも発病が全く見られず同等の高い防除効果

が認められた。他方，非病原性細菌水和剤とT .

atroviride製剤の混合処理区では，わずかに発病が認め

られたが防除価は98.0と高く，両薬剤を混合しても防

除効果が低下することはないと考えられる。

3．イネいもち病（苗いもち）に対する防除効果

第３表に試験結果を示した。本試験は，育苗中にフ

ザリウム菌とトリコデルマ菌による苗立枯病が発生し

たため，苗いもちの発病調査を予定より早く実施せざ

るを得なかった。したがって，無処理区の発病苗率は

1.8%と極少発生であったが，T. atroviride製剤単独処

理区，慣行防除区ともに全く発病が見られず，防除効

果があると判断した。

育苗期間中に発生した苗立枯病の発病を調査したと

ころ，無処理区の発病苗率は22.5%であった。これに

対して，慣行防除区の発病苗率は0.7%，防除価は97.0

と防除効果が認められたが，T. atroviride製剤単独処

理区では全く発病が見られず，さらに高い防除効果が

認められた。
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時24時間浸漬および非病原性細菌水和剤200倍液の催

芽時24時間浸漬を行った。慣行防除区は，本県で問題

となるイネシンガレセンチュウ防除も含め，もみ枯細

菌病の対照薬剤として銅・フルジオキソニル・ペフラ

ゾエート水和剤（200倍）とMEP乳剤（1000倍）を，

また苗立枯細菌病の対照薬剤としてオキソリニック酸

水和剤（200倍），チウラム・ペフラゾエート水和剤

（200倍），MEP乳剤（1000倍）を用い，それぞれ浸種

前24時間浸漬を行った。2002年６月25日に浸種を開始

し，播種後13日目に発病程度別に発病苗数を調査，発

病苗率，発病度および防除価を算出した。発病度＝

｛Σ（発病指数×各指数の個体数）／（3×調査苗

数）｝×100。発病指数は，健全苗を０，白化苗を１，

腐敗・枯死苗を３とした。防除価＝100－（処理区の

発病度／無処理区の発病度）×100。

2．イネばか苗病に対する防除効果

試験には，コシヒカリの健全種子に保菌（自然感染）

種子を1割混合して用いた。薬剤処理は，非病原性細

菌水和剤とT. atroviride製剤の混合200倍液の催芽時24

時間浸漬およびT. atroviride製剤200倍液の催芽時24時

間浸漬を行った。慣行防除区は，チウラム・ペフラゾ

エート水和剤（200倍），MEP乳剤（1000倍）の浸種前

24時間浸漬を行った。2002年６月４日に浸種を開始し，

播種後20日目に発病苗数を調査，発病苗率と防除価を

算出した。防除価＝100－（処理区の発病苗率／無処

理区の発病苗率）×100。また，無病苗の徒長防止の

ため，緑化時にウニコナゾールP液剤100倍液を１区当

たり100m l灌注した。

３．イネいもち病（苗いもち）に対するT.atroviride

製剤の防除効果

試験には，ひとめぼれの保菌（自然感染）種子を供

試した。薬剤処理は，T. atroviride製剤の200倍液の催

芽時24時間浸漬を行い，慣行防除区として，チウラ

ム・ペフラゾエート水和剤200倍液で浸種前24時間浸

漬した。2002年４月16日に浸種を開始し，いもち病の

発病を促すため覆土はせず，緑化期は寒冷紗を被覆し

て育苗した。育苗期間中にフザリウム菌およびトリコ

デルマ菌による苗立枯病が発生したため，調査時期と

してはやや早いが播種後17日目に苗いもちの発病苗数

を調査し，発病苗率と防除価を算出した。また，同時

に苗立枯病の発病苗数を調査し，発病苗率と防除価を

算出した。
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これらのことから，非病原性細菌水和剤とT .

atroviride製剤の混合処理（催芽時24時間浸漬）は，イ

ネもみ枯細菌病，苗立枯細菌病およびばか苗病に対し

て高い防除効果を示し，互いの防除効果に悪影響を及

ぼさないものと考えられる。また，T. atroviride製剤

の単独処理は，イネいもち病（苗いもち）と苗立枯病

に対しても高い防除効果が認められ，イネ種子伝染性

病害や，育苗時に発生する苗立枯病の体系防除も可能
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第２表　非病原性細菌水和剤とT. atroviride製剤の併用処理によるイネばか苗病防除効果



であると考えられる。しかし，本試験では，苗いもち

と苗立枯病に関しては，非病原性細菌水和剤との混合

処理の試験を実施しておらず，今後さらに検討する必

要がある。また現在，イネシンガレセンチュウに対し

てMEP乳剤が使用されているが，混用すると生物農

薬の効果が不安定になるという報告もあるため，イネ

シンガレセンチュウに対して効果の高い温湯消毒と生

物農薬を組み合わせた種子消毒体系についても検討す

る必要がある。
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第３表　T. atroviride製剤催芽時浸漬処理による苗いもちおよび苗立枯病防除効果




